
春季研究大会報告「関東大震災をテーマとした地域学習」 

―日本史探究を視野に入れて― 
                   大磯高校 井上 渚沙 

 

はじめに 

2023 年は関東大震災の発生から 100 年を迎える。関東大震災 100 年事業として、本年度

は「ぼうさいこくたい 2023」が神奈川県で実施された。東日本大震災以降、「防災」から

「減災」の言葉が使われるようになり、あらためて地域の災害の歴史を学習する意義が高

まっているといえよう。 

関東大震災というと、朝鮮人の虐殺や社会主義者の処罰の研究が多くあり、教科書や資

料集でもトピックとして大きく取り上げられている。一方で、地域の災害の歴史として触

れる機会は少なかったと感じる。本報告は、新科目「日本史探究」が始まる中で、生徒の

探究活動の実施にむけて、災害の記録や石碑などの記念碑に焦点を当て、生徒の疑問や課

題の発見へ導く「探究学習」への手立てとなるよう単元を設定した。新設された「日本史

探究」にむけた授業の一案として本稿を読んでいただければ幸いである。 

 

１ 本校の概要 

筆者の所属する神奈川県立大磯高等学校は、１学年７クラス、学期は前期・後期の二学

期制である。２年次には文系・理系コースに分かれ、文系コース４クラスが日本史を学ぶ。 

本単元を実施したのは、日本史Ｂを選択している生徒 138 名である。（39 名×３クラス、

21 名×１クラス） 

本校は海のすぐそばに立地していることから、災害に関する生徒の意識が比較的高いほ

うである。校内でも防災委員による DIG 研修を毎年実施し、昨年には図書館にて箱根ジオ

パーク展が企画され自然災害について学ぶコーナーも設置された。しかし、生徒にとって

2011 年に発生した東日本大震災は、幼少期の記憶でしかない。東日本大震災を知らない世

代が増える中で、関東大震災を学ぶことは今後起こると予想される首都直下型地震や南海

トラフ地震などの大型災害への備えとしても価値があるといえよう。 

本校は神奈川県県西部の地区（平塚・小田原・大磯・湯河原の東海道線沿線）の生徒が

多く所属している。そのため、横浜や東京などの首都ではなく、県西（大磯～小田原）の

郷土資料を使った地域学習として興味関心につながるよう心掛けた。 

 

２ 単元構成 

関東大震災を探究学習として扱うにあたり、生徒が学習をする意義を実感してもらうた

めに、事前知識として、「（自然）災害の状況」・「災害による混乱」・「国内政治や経済への

影響」の３点を十分に学ぶ必要があると考え、３時間構成＋探究活動（レポートによるパ

フォーマンス評価）、全４授業で１単元として構成した。 

生徒は史資料（地理雑誌・日記・伝承碑）を読み解く中で、資料ごとの内容の違いを学

ぶ。また、それぞれの史資料を扱う際には教員側の説明も加え、その性質の違いを伝える

よう工夫した。日記は普段使うことのない資料なので、日記を記した本人の略歴も含め、

資料背景についても説明を心掛けた。 

さらに GIGA スクール構想の中で、一人一台端末が導入される中、本校でも iPad の購入



が始まり ICT を活用した授業の設計も求められている。iPad を探究学習で利用することを

想定し、GIS（地理情報システム）、「国土地理院」の自然災害伝承碑マップの活用を取り入

れ、地域学習を取り組みやすくするよう設定した。 

 

【単元の目標】 

・様々な史資料を用いて関東大震災の災害の状況や当時の人々の混乱を多角的に読み解く。 

・関東大震災によって生じた、政治的・経済的な混乱を理解する。 

・フィールドワークを通して、地域の災害状況を自分自身で調べ、表現する。 

 

３ おわりに 関東大震災をテーマとした活動を終えて 成果と課題 

≪成果≫ 

複数の視点から史資料を読んだことで、生徒は「資料中の単語」に注目するようになっ

時数 ねらい 

１ 

 

内容：関東大震災の被害を学ぶ 

問い：関東大震災ではどんな被害が起こり、人々は何を残そうとしたのか？ 

目標：関東大震災がどのような災害だったのか、『大磯町史』や『地学雑誌』 

国土地理院の「自然災害伝承碑」の MAP を中心とした資料を通して、 

神奈川地域の災害状況を読み取る。 

活動内容：１．災害伝承碑がある場所を授業シートの地図にプロットする。 

２．史資料を読み、言葉や地名は各自インターネットを利用して調

べる。 

３．各地域の被害状況をマップに記す。 

     ４．石碑の立地と被害状況の相関関係を考える。 

２ 

 

内容：関東大震災の混乱を学ぶ 

問い：関東大震災のあと、国内ではどんな「混乱」があったのか？ 

目標：小田原町に住む１人の実業家の日記（『片岡日記』）を資料として扱う。 

知識構成型ジグソー法を用いたグループ活動を通し、災害時の混乱の 

様子を読み解く。（９月３日、９月 27 日、11 月の日記記述内容） 

活動内容：１．小田原市の災害状況の概要を知る。 

２．Ａ・Ｂ・Ｃの資料ごとに分かれて、個人作業で片岡日記の記録

を読み内容をまとめる。 

３．Ａ・Ｂ・Ｃの資料を持つ生徒で集まって、資料の掲載内容を共

有する。 

     ４．震災の後に発生した「国内混乱」を考え、まとめる。 

冬休み

課題 

内容：石碑から記録を読み取り、自分なりにレポートにする 

問い：自分の地域から関東大震災の歴史を探す ～自然災害伝承碑から～ 

目標：国土地理院「災害伝承碑マップ」から地元の伝承碑を探し、地域の災害 

状況や人々が何を残そうとしたのかレポートにまとめる。 

３ 内容：関東大震災後の政治・経済を知る 

問い：普通選挙運動などの政治改革は成功したのか？ 

目標：震災による政治・経済の混乱を理解し、普通選挙獲得の流れを理解する。 



たと感じる。関東大震災の授業を２回＋レポートを行ったことで、生徒の関心も高まった

ようだ。特に日記資料を用いた授業は生徒にとって新鮮であったようで、普段使う公文書

のような生徒にとって堅い内容ではなく、実体験のように感じたようだ。地元の人物の資

料のため、登場してくる身近な地名にもよく反応を示していた。 

レポート課題では、石碑中の言葉や数字に着目してその意味や疑問を見つけたり、石碑

の設置場所、素材に着目したりする者もいた。もちろん、レポートの内容面や表現面で足

りない生徒もおり、今後も継続して指導が必要であると実感した。 

生徒からの感想は、興味関心を知るよいきっかけとなった。過去の同様の災害・ほかの

石碑の意味・神社の役割・今後の記録をどのように伝承するかなど、さらに深い活動につ

なげることができるだろう。 

初めは、生徒はフィールドワークに対して面倒くささを感じていたようだが、感想を見

ると、友人と一緒に見学をしたり、図書館やネットでの情報収集や寺院での聞き取りをし

たりする中で興味関心が沸いたなどの好意的なコメントを残してくれた。地域ごとに厳選

した生徒のレポートを抜粋したプリントを配った際は、話し合いながら読み込む様子も見

られた。フィールドワーク活動は、国土地理院 MAP のおかげでスムーズに実施でき、特に

神奈川県西部は伝承碑の登録が比較的進んでいる地域であったため、ICT を利用した課題

設定が比較的容易だった。地域をテーマにしたフィールドワークは今後も継続していきた

いと感じた。 

 

≪課題≫ 

まず１点目がフィールドワークの実践演習を事前にすべきであったということである。

授業内でのフィールドワークの実施や、事前指導をすることができれば、さらにレポート

内容の精度も挙げることができ、情報収集の仕方や、地理的な着眼点も指導できただろう。

そのためにも、単発的でなく、定期的、長期的な課題活動に取り組む必要があると感じた。

教員がフィードバックを繰り返し、また方法を的確に伝えながら、生徒の自由な発想を促

すことが今後の課題である。 

２点目が発表・評価についてである。特に生徒同士のピア評価を行うことができれば、

指摘しあう中で探究活動を深めることができるだろう。自分が調べた地域以外にも興味を

もった生徒もおり、それらの関連性や比較ができると、より対話的な深い学びに繋がる。

本活動では、「地域」をテーマに個人レポートとして扱ったが、個人活動を進めていく中で、

探究した内容の発表機会を設けたり、今後評価の仕方を変えたりする必要があると感じた。 

 探究活動は長期的な目線で構成する必要がある。そのうえで、いかにテーマを設定し、

生徒に資料を提示するか。また、40 人学級が基本のクラス単位で、どのような活動・ゴー

ルを設定するのかを精選する必要性を強く実感した。日本史探究が始まる中で、調べ学習

にとどまらないよう模索していきたい。 
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生徒のレポート 


